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き
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町
議
会
で
は
、
広
報
お
お
い

ず
み
２
月
　
日
号
で
お
知
ら
せ

２５

し
た
と
お
り
、「
議
会
に
対
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
、

町
民
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会
活

動
に
生
か
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
お

お
い
ず
み
と
い
っ
し
ょ
に
お
配

り
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
対
象
　
全
世
帯
（
１
世
帯
１

部
）

□
提
出
方
法
　
隣
組
長
、
ま
た

は
月
番
を
通
じ
て
、
区
長
さ

ん
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
提

出
す
る

□
提
出
期
限
　
３
月
　
日
掌

２５

□
集
計
結
果
　
結
果
報
告
は
６

月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
庶

務
係
へ
。

　
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た

と
き
は
、
同
一
の
医
療
機
関
の

窓
口
で
の
ひ
と
月
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ

た
場
合
、
一
旦
そ
の
金
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
、
後
で
医
療

保
険
者
か
ら
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か

ら
は
、
高
額
な
入
院
診
療
を
受

け
た
と
き
と
同
様
に
、
被
保
険

者
証
や
限
度
額
適
用
認
定
証
な

ど
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

す
れ
ば
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
過
す
る
分
を
支
払
う
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
薬
局
や
指
定
訪

問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

申
請
方
法
な
ど
】

　
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
は

加
入
す
る
医
療
保
険
者
へ
事
前

に
申
請
し
、
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
や

自
己
負
担
限
度
額
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
ご
加
入
の
医
療

保
険
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
の
国
民
健
康
保
険

や
、
本
町
在
住
の
群
馬
県
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の

申
請
窓
口
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
課
と
な
り
ま
す
の

で
、
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど

が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
印

鑑
（
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
あ
る
場
合
は
、
世
帯
主
の
も

４
月
１
日
か
ら
　

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

ご
協
力
く
だ
さ
い
　

議
会
に
対
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

議
会
事
務
局
　
　
内
線
４
１
２

窓口で提示する物対　象種　類

・被保険者証

・限度額適用認定証、または限度

額適用・標準負担額減額認定証

７０歳未満の人

後期高齢者

医療制度

以外の

健康保険

・被保険者証

・高齢受給者証

・限度額適用認定証、または限度

額適用・標準負担額減額認定証

７０歳以上７５歳未

満の人で、住民税

非課税世帯に属す

る人

・被保険者証

・高齢受給者証

７０歳以上７５歳未

満の人で、住民税

非課税世帯以外の

世帯に属する人

・被保険者証

・限度額適用・標準負担額減額認定証

住民税非課税世帯

に属する人
後期高齢者

医療制度
・被保険者証

住民税非課税世帯

以外の世帯に属す

る人

■高額な外来診療や入院診療を受ける際に

　医療機関の窓口で提示する物
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福
祉
医
療
制
度
と
は
、
対
象

者
が
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て

医
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
機

関
に
支
払
う
医
療
費
（
自
己
負

担
分
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

【
受
給
資
格
者
証
の
更
新
】

　
平
成
　
年
４
月
２
日
か
ら
平

１７

成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

１８

（
４
月
１
日
か
ら
小
学
校
に
入

学
す
る
年
齢
）
の
福
祉
医
療
費

受
給
資
格
者
証
が
更
新
と
な
り

ま
す
。

　
対
象
者
の
い
る
家
庭
に
、
４

月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
受

給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

窓
口
で
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
新
し
く
届
い
た
受
給

資
格
者
証
を
お
使
い
い
た
だ

き
、
現
在
お
使
い
の
受
給
資
格

者
証
は
、
お
手
数
で
す
が
、
福

祉
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
年
齢
の
人
で
も

父
子
母
子
家
庭
な
ど
や
障
害
を

お
持
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分

で
受
給
資
格
の
あ
る
人
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
回
の
更
新
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

□
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

１７

平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１８

の
人
（
４
月
１
日
に
小
学
校

に
入
学
す
る
年
齢
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新

福
祉
課
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

の
）
と
被
保
険
者
証
を
ご
持
参

の
上
、
国
民
健
康
保
険
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
の
交
付
要
件
や
自
己
負
担
限

度
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
自

己
負
担
限
度
額
な
ど
に
つ
い
て

は
、
被
保
険
者
証
の
郵
送
時
に

同
封
し
て
い
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
て
び
き
」
や
、
群

馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.g
u
n
m
a
-k
o
u
ik
i.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ご
加
入
の
医
療

保
険
者
、
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
課
へ
。

【３月は自殺対策強化月間です】

　国は、月別自殺者数の最も多い３月を「自

殺対策強化月間」と定めました。自殺対策

強化月間は、地方公共団体、関係団体など

が一丸となって自殺対策の緊急的な強化を

図るため、当事者が支援を求めやすい環境

を作るよう展開することとしています。

　自殺対策には環境の整備も必要ですが、

まずは本人や周りの人がこころの変調に気

づくことが大切です。

　県内では、毎年５００人前後が自らいのち

を絶っています。自殺の原因や背景はさま

ざまですが、自殺で亡くなった人の多くが

うつ病などのこころの病を抱えていたこと

が分かっています。疲れているのに２週間

以上眠れない日が続いている場合、それは

「うつ」のサインかもしれません。早めに

かかりつけ医、または専門機関へ相談しま

しょう。

■相談窓口

【こころの健康相談統一ダイヤル】

□開設日時　月～金曜日　午前９時～正

午、午後１時～４時（祝日を除く）

□電話番号　緯 ０  ５  ７  ０ ・ ０  ６  ４ ・ ５  ５  ６ 
お こ な おう まも ろう よ こ こ ろ

【健康づくり課】

□開設日時　月～金曜日　午前８時３０分～

午後５時１５分（祝日を除く）

□電話番号　緯６２・２１２１

※詳しくは、健康づくり課（緯６２・２１２１）へ。

こころの変調に気づいて

　町では、うつや不眠、ストレスなど

さまざまな心の問題について悩みごと

のある人を対象にした、医師による個

別の健康相談を行います。

□日時　４月１９日昭　午後２時～４時

□場所　保健福祉総合センター（吉田

２４６５）

□担当　柴田信義先生（柴田メンタル

クリニック）

□申込方法　福祉課へ電話で申し込む

（予約制）

□費用　無料

※詳しくは、福祉課（緯５５・２６３１）へ。

こころの健康相談

眠れない…「うつ」のサイン？
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町
で
は
、
身
体
障
害
者
な
ど

が
使
用
す
る
軽
自
動
車
、
ま
た

公
益
の
た
め
に
直
接
使
用
す
る

軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
左
表
の

と
お
り
、
減
免
制
度
を
一
部
拡

充
し
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害
の

等
級
に
よ
っ
て
は
、
減
免
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
減
免
制
度
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
１
人
の

身
体
障
害
者
な
ど
に
つ
き
１
台

に
限
り
、
普
通
自
動
車
な
ど
の

自
動
車
税
と
の
重
複
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
が
賦
課
期

日
と
な
る
た
め
、
４
月
２
日
以

降
に
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

は
、
平
成
　
年
度
か
ら
減
免
の

２５

申
請
が
で
き
ま
す
。

□
減
免
申
請
に
必
要
な
書
類
な

ど
・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

（
税
務
課
町
民
税
諸
税
係
に

あ
り
ま
す
）

・
平
成
　
年
度
軽
自
動
車
税
納

２４

税
通
知
書
（
５
月
上
旬
送
付

予
定
）

・
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
自

立
支
援
医
療
受
給
者
証
）

・
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
（
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
軽
自

動
車
を
運
転
さ
れ
る
人
の
も

の
）

・
車
検
証
、
ま
た
は
標
識
交
付

証
明
書

・
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

・
規
約
、
定
款
な
ど
社
会
福
祉

事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
も
の
（
社
会
福
祉
法

人
、
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

申
請
す
る
と
き
の
み
）

□
申
請
方
法
　
税
務
課
町
民
税

諸
税
係
へ
必
要
書
類
を
提
出

す
る

□
申
請
期
間
　
平
成
　
年
度
軽

２４

自
動
車
税
納
税
通
知
書
受
領

後
～
５
月
　
日
昭

２４

※
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の

等
級
な
ど
詳
し
く
は
、
税
務
課

町
民
税
諸
税
係
へ
。

軽
自
動
車
税
減
免
制
度
を
拡
充

税
務
課
　
　
　
　
内
線
１
５
６

改正後改正前
軽自動車

運転者所有者

○×本人生計を

一にする人

身体障害者手帳を

交付されている人

（満１８歳以上） ○×生計を一にする人

○×本人本人
療育手帳や精神障

害者保健福祉手帳

および自立支援医

療受給者証を交付

されている人
○×本人

生計を

一にする人

○×本人生計を

一にする人

戦傷病者手帳を

交付されている人 ○×生計を一にする人

改正後改正前

第１種および第２種社会福祉事業第１種社会福祉事業用途

社会福祉法人またはＮＰＯ法人社会福祉法人事業者

■拡充された軽自動車減免制度対象要件

■公益のために直接使用する軽自動車の場合

　
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
い
破
損
し
た
瓦
の
受
け

入
れ
を
延
長
し
て
行
い
ま

す
。

□
受
入
期
間
　
平
成
　
年
３

２５

月
　
日
晶
ま
で
（
土
・
日

２９
曜
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

た
だ
し
、
毎
月
第
３
土
曜

日
は
受
け
入
れ
を
行
い
ま

す
）

□
受
入
時
間

・
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

・
午
後
１
時
～
４
時

□
搬
入
場
所
　
清
掃
セ
ン

タ
ー
（
上
小
泉
３
３
０
の

１
）

□
受
入
対
象
　
瓦
（
１
戸
あ

た
り
１
ト
ン
が
目
安
。
町

内
の
個
人
住
宅
の
も
の

で
、
震
災
に
よ
っ
て
損
壊

ま
た
は
崩
落
し
た
も
の
に

震災で破損した瓦の

受け入れを行っています
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町
で
は
、
町
発
足
　
周
年
記

５５

念
講
演
と
し
て
、「
大
泉
町
の
都

市
性
を
再
点
検
し
、
将
来
像
を

描
く
～
町
制
施
行
　
年
を
顧
み

５５

て
～
」
と
題
し
、
足
利
工
業
大

学
副
学
長
の
蟹
江
好
弘
氏
を
お

迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

□
日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前

３１

　
時
　
分
～

１０

４５

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
テ
ー
マ
　
大
泉
町
の
都
市
性

を
再
点
検
し
、
将
来
像
を
描

く
～
町
制
施
行
　
年
を
顧
み

５５

て
～

□
講
師
　
蟹
江
好
弘
氏
（
足
利

工
業
大
学
副
学
長
）

□
定
員
　
８
０
０
人

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
企
画
課
へ
。

町
発
足
　
周
年
記
念
講
演
会

５５

企
画
課
　
　
　
　
内
線
２
１
７

講師

 蟹  江  好  弘 氏
かに え よし ひろ

限
り
ま
す
）

□
搬
入
方
法
　
「
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
災
害
瓦
搬
入

届
」（
環
境
課
ま
た
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

へ
記
入
・
押
印
の
上
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
内
の
処
分

場
所
に
自
ら
降
ろ
す

□
注
意
事
項

・
修
繕
に
よ
る
瓦
の
ふ
き
替

え
な
ど
の
場
合
は
受
け
入

れ
で
き
ま
せ
ん

・
土
、
泥
な
ど
は
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内

線
１
３
２
）
へ
。

昭和１８年生まれ　桐生市出身

昭和４２年　明治大学工学部

　　　　　建築学科卒業

平成９年　工学博士

平成１１年　足利工業大学教授

平成２０年　足利工業大学副学長

蟹江好弘氏略歴

　町では、妊娠・出産・育児に関する健康

相談を行います。参加者同士の交流の場と

しても気軽にご参加ください。

　なお、栄養相談を希望される人は、事前

に予約してください。

□日時　３月２３日晶　午前９時３０分～１１

時（午前１０時までにお越しください）

□場所　保健福祉総合センター（吉田

２４６５）

□内容　身長体重測定、個別相談、母子保

健推進員さんとの交流（ハンドベル演奏、

手遊び、手作りおやつの試食など）

□持参する物　母子健康手帳

□費用　無料

※詳しくは、健康づくり課（緯６２・２１２１）へ。

健やか広場

　平成２３年１１月１０日から１２月９日の間、

第５次大泉町行政改革大綱、第３期大泉町障

害福祉計画、第５期大泉町高齢者保健福祉計

画の策定にあたり、意見を募集しましたとこ

ろ、第５次大泉町行政改革大綱（素案）につ

きましては、１人から２件、第３期大泉町障

害福祉計画（素案）・第５期大泉町高齢者保健

福祉計画（素案）につきましては、それぞれ

１人から１件のご意見をいただきました。あ

りがとうございました。

【結果の公表】

　いただいたご意見および町の考え方につき

ましては、３月９日から４月９日までの期間、

役場１階情報コーナー、図書館、町公民館、

保健福祉総合センターで閲覧いただけます。

　なお、町ホームページでも公表しています

のでご覧ください。

※第５次大泉町行政改革大綱について詳しく

は、企画課（内線２１７）へ。第３期大泉町障害福

祉計画について詳しくは、福祉課（緯５５・

２６３１）へ。第５期大泉町高齢者保健福祉計画に

ついて詳しくは、長寿支援課（緯５５・２６３２）へ。

パブリックコメントの

結果を公表します

ご意見ありがとうございました

妊娠・出産・育児相談
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か
月
未
満
の
場
合
…
計
４
回

・
接
種
開
始
月
齢
７
か
月
以
上
　１２

か
月
未
満
の
場
合
…
計
３
回

・
接
種
開
始
年
齢
が
１
歳
以
上
５

歳
未
満
ま
で
の
場
合
…
１
回

【
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
】

□
対
象
　
接
種
日
当
日
に
、
２
か

月
～
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

□
接
種
回
数

・
接
種
開
始
月
齢
が
２
か
月
以
上

７
か
月
未
満
の
場
合
…
計
４
回

・
接
種
開
始
月
齢
が
７
か
月
以
上

　
か
月
未
満
の
場
合
…
計
３
回

１２

・
接
種
開
始
年
齢
が
１
歳
以
上
２

歳
未
満
の
場
合
…
計
２
回

・
接
種
開
始
年
齢
が
２
歳
以
上
５

歳
未
満
ま
で
の
場
合
…
１
回

【
共
通
事
項
】

□
助
成
期
間
　
平
成
　
年
３
月
　

２５

３１

日
　
ま
で

（日）

□
町
内
の
実
施
医
療
機
関
　
左
表

の
と
お
り
（
そ
の
他
、
県
内
・

足
利
市
内
の
医
療
機
関
で
も
接

種
で
き
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

　
町
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
）
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
費
用

助
成
を
３
月
末
ま
で
と
し
て
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
が

来
年
度
の
延
長
を
決
め
た
こ
と
を

受
け
て
、
費
用
助
成
事
業
を
来
年

度
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の
予

防
接
種
で
は
な
く
、
法
律
上
の
接

種
義
務
の
な
い
任
意
接
種
と
な
り

ま
す
。

【
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
】

□
対
象
　
４
月
１
日
時
点
で
、
中

学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
女
子
（
新
中
学

１
年
生
に
は
、
４
月
１
日
以
降

に
個
人
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

□
接
種
回
数
　
計
３
回
（
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
に
よ
っ
て
２
回
目
の

接
種
時
期
が
異
な
り
ま
す
）

※
現
在
の
高
校
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
女
子
は
、
３
月
　
日
ま

３１

で
に
１
回
以
上
接
種
が
済
ん
で
い

る
人
の
み
、
平
成
　
年
度
も
残
り

２４

の
回
数
分
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

３
月
末
ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
】

□
対
象
　
接
種
日
当
日
に
、
２
か

月
～
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

□
接
種
回
数

・
接
種
開
始
月
齢
２
か
月
以
上
７

健
康
づ
く
り
課

子
宮
 頸
 が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

け
い

な
ど
費
用
助
成
を
延
長

　
新
年
度
の
ご
み
の
収
集
日

程
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
平
成

　
年
度
分
の
「
ご
み
収
集
カ

２４レ
ン
ダ
ー
」
を
、
現
在
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
の
仕
方
や
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ

な
い
ご
み
な
ど
の
例
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
出

し
や
分
別
を
す
る
と
き
な
ど

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

み
を
出
す
際
は
、「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
よ
く
確
認

し
て
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
載
っ
て
い
な
い
ご
み

の
出
し
方
」
や
、「
近
く
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
」

な
ど
不
明
な
点
は
、
各
行
政

区
の
衛
生
環
境
保
全
推
進
委

員
さ
ん
、
ま
た
は
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
配
布
方
法
　
各
行
政
区
の

区
長
さ
ん
や
衛
生
環
境
保

全
推
進
委
員
さ
ん
を
通
じ

て
配
布
、
ま
た
は
環
境
課

に
て
配
布

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内

線
１
３
２
）
へ
。

ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す

肺炎球菌ヒブ子宮頸がん電話番号医療機関名

○○○緯６３・０８８８蜂谷病院

○○○緯６２・５４２８阿部医院

○○○緯６１・１１３３小児科おぎわらクリニック

○○○緯６２・２８８１たなか医院

○○○緯２０・１９７１富士クリニック

○○○緯６２・５５３５益田小児科医院

――○緯６２・２９１７三浦医院

――○緯２０・１１２２みづほクリニック

○○○緯６２・２２０９湯沢医院

■町内の実施医療機関一覧
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私
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま

す
。
　
町
で
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な

ど
の
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
、
洗
面

所
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
全
て

の
汚
れ
た
水
を
、
下
水
道
管
を
通

し
て
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集

め
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に

か
え
す
た
め
、
計
画
的
に
下
水
道

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
接
続
工

事
を
行
い
、
一
日
も
早
く
下
水
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
、
油
な
ど

を
下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

　
農
地
賃
借
料
に
つ
い
て
、
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成

　
年
１
月
か
ら
　
月
ま
で
の
１
年

２３

１２

間
の
利
用
権
設
定
を
さ
れ
た
全
て

の
賃
借
料
を
集
計
し
た
も
の
で
、

農
地
の
賃
借
料
を
決
め
る
際
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

□
田
（
水
稲
）
の
賃
借
料
（
　
ア
ー

１０

ル
当
た
り
）

・
平
均
賃
借
料
…
９
７
０
０
円

（
最
高
額
…
１
万
２
５
０
０
円
、

最
低
額
…
５
０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
最
高
額
１
万
２
５
０

０
円
は
、
全
て
物
納
（
米
　
　
）

６０
ｋｇ

で
Ｊ
Ａ
へ
の
仮
渡
価
格
に
よ
り
現

金
換
算
し
た
金
額
で
す
。
ま
た
、

物
納
は
全
デ
ー
タ
２
０
２
筆
の
内

　
筆
（
約
　
％
）
と
な
っ
て
い
ま

７８

３９

す
。
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
（
内
線
１
３
５
）
へ
。

【
平
成
　
年
度
の
保
険
料
】

２４

　
４
月
分
か
ら
平
成
　
年
３
月
分

２５

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
４
９
８
０
円
で
す
。
平
成
　２４

年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
は
、
４
月
初
め
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
と
い
っ
し
ょ
に
送
ら
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保

険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る

「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
現
金

で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」

に
付
い
て
い
る
「
前
納
納
付
書
」

を
使
用
し
て
、
納
付
書
の
使
用
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
１

年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
３

１
９
０
円
が
、
６
か
月
分
の
保
険

料
を
前
納
す
る
と
７
３
０
円
が
、

同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月
納
め

た
場
合
と
比
べ
て
割
引
に
な
り
ま

す
。
　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期

間
中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以

降
の
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
緯
　
・
３
７
１
２
）

４９

へ
。

下
水
道
課

下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

【町内の放射線量の定点測定】

　町では、町内の公共施設などに

おいて屋外の空間放射線量の測定

を実施し、測定の結果は、地上高

さ１杓地点の基準値「０．２３マイク

ロＳｖ／時」を下回っています。

□測定日　２月６日～１０日

□測定場所　町内公共施設など

４５地点（地上高さ１ｍ地点）

□測定値

・最大値…０.１２０マイクロＳｖ／時

・最小値…０.０６１マイクロＳｖ／時

※詳細は、町ホームページをご覧

ください。

【水道水の安全性】

　２月２日、２０日に町内２か所の

浄配水場と、２月２９日に東部地域

水道事務所（千代田町）で放射性

物質の検査を行った結果、それぞ

れ放射性物質は検出されず、飲用

に支障がないことが確認されてい

ます。

【被災者への支援（２月２９日現在）】

□義援金総額　１,５３７万５,９６８円

□避難者受入件数　６世帯２２人

　（長沼町営住宅）

東日本大震災
関連情報

農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
賃
借
料
に
つ
い
て
の

お

知

ら

せ

□
期
日
　
３
月
　
日
掌

２５

□
場
所
　
社
日
稲
荷
神
社

　
（
城
之
内
１
の
　
の
５
）

１３

□
内
容
・
時
間

・
御
 神
楽
 …
午
前
　
時
～
午

か

ぐ

ら

１０

後
４
時

・
稚
児
行
列
…
正
午
～

・
 探
  湯
  神
  事
 …
午
後
３
時
～

く
が
 
た
ち
 
し
ん
 
じ

※
詳
し
く
は
、
井
上
宮
司
（
緯

　
・
３
６
４
７
）
へ
。

６２

春
の

社
日
大
祭

太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

国
民
年
金
保
険
料
は

前

納

が

お

得

で

す

　平成２５年歌会始のお題が「 立 」
りつ

と定められました。

　歌に詠む場合は、「立」の文字が

詠み込まれていればよく、「立志」、

「立春」のような熟語にしても、ま

た「立つ」、「立ち上がる」のよう

に訓読しても差し支えありませ

ん。

□詠進期間　９月３０日掌　消印有効

※詠進要領は、広報情報課（内線

２１５）にありますので、お問い合

わせください。詳しくは、宮内庁

ホームページ（http://www.kunaicho

.go.jp/）をご覧ください。

お題「立」

平成２５年歌会始
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□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
後
３

２７

（火）

時
～
（
午
後
２
時
　
分
開
場
）

３０

□
場
所
　
太
田
市
藪
塚
本
町
文
化

ホ
ー
ル
（
太
田
市
大
原
町
５
０

５
の
２
）

□
内
容
　
マ
ル
コ
ム
・
ア
ー
ノ
ル

ド
作
曲
「
第
六
の
幸
福
を
も
た

ら
す
宿
」
、
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ッ

シ
ェ
ル
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
グ
作

曲
「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」
、
音
楽

劇
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
（
動
物
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
演
奏
）

ほ
か

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
立
太
田
女
子
高
等
学
校
（
緯
　
・
２２

６
６
５
１
）
へ
。

　
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
結
成
　
周
年
を
記
念
し
て

４０

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
収
益
金
は
、
　

県
ア
イ

（財）

バ
ン
ク
な
ど
に
寄
附
し
ま
す
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
３

１４

（土）

時
　
分
～
（
午
後
３
時
開
場
）

３０

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
（
館
林
市
城
町
３
の
１
）

□
内
容
　
古
典
音
楽
、
永
遠
の
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
華
麗
な
る
マ

ン
ド
リ
ン
の
世
界

□
入
場
券
販
売
場
所
　
館
林
市
文

化
会
館
（
緯
　
・
４
１
１
１
）
、

７４

ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
（
緯
　
・
４
６

７３

６
９
）
、
阿
部
農
機
（
緯
　
・
２

６２

２
５
４
）
ほ
か

□
費
用
　
指
定
席
２
５
０
０
円
、

自
由
席
２
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
館
林
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
黒
沢
さ
ん
（
緯
　
・
８８

０
７
９
１
）
へ
。

　
屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た

は
一
定
期
間
継
続
し
て
、
屋
外
で
、

公
衆
に
対
し
て
表
示
す
る
看
板
、

立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
広

告
塔
、
広
告
板
、
屋
上
広
告
物
、

壁
面
広
告
物
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合

は
、
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
の

で
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

□
申
請
方
法
　
大
泉
町
で
屋
外
広

告
物
の
表
示
の
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
付
の
上
、

館
林
土
木
事
務
所
へ
提
出
す
る

※
屋
外
広
告
物
条
例
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
（
緯

０

２
７
・
２
２
６
・
３
６
５
２
）
へ
、

許
可
申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

館
林
土
木
事
務
所
（
緯
　
・
４
３

７２

５
５
）
へ
。

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
第
　
団
１７

で
は
、
少
女
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
い
っ

し
ょ
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

□
募
集
部
門

・
テ
ン
ダ
ー
フ
ッ
ト
…
就
学
前
の

１
年

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
…
小
学
１
～
３
年

生
・
ジ
ュ
ニ
ア
…
小
学
４
～
６
年
生

□
活
動
時
間
　
毎
月
２
～
３
回
　

主
に
日
曜
日
の
午
前
中
２
時
間

□
活
動
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田

２
４
６
５
）

※
詳
し
く
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

団
委
員
長
　
糸
井
紘
子
さ
ん
（
緯

　
・
４
５
３
３
）
へ
。

６２

　
千
代
田
町
教
育
委
員
会
（
千
代

田
町
民
プ
ラ
ザ
）
で
は
、
青
年
層

の
男
女
の
出
会
い
・
交
流
を
目
的

に
、
ヤ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
「
千
葉
富

浦
方
面
野
外
研
修
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
ま
す
。

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
前
７

３１

（土）

時
～
午
後
９
時
頃

□
行
き
先
　
千
葉
県
富
浦
方
面

　
（
南
房
総
）
ほ
か

□
内
容
　
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

花
摘
み
、
い
ち
ご
狩
り
な
ど

□
対
象
　
　
～
　
歳
の
独
身
男
女

２０

４０

で
、
千
代
田
町
在
住
・
在
勤
の

人
、
ま
た
は
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
け
る
人

□
定
員
　
男
女
各
　
人
（
定
員
に

１５

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
千
代
田
町
民
プ
ラ

ザ
（
千
代
田
町
赤
岩
１
７
０
１

の
１
）
へ
直
接
、
電
話
、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（p

u
ra
za
@
to
w
n
.c

h
iy
o
d
a
.g
u
n
m
a
.jp

）
で
申
し
込

む
□
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

２０

（火）

□
費
用
　
男
性
５
０
０
０
円
、
女

性
４
０
０
０
円

※
参
加
者
が
　
人
以
下
の
場
合
は

２０

中
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
千
代
田
町

民
プ
ラ
ザ
（
緯
　
・
６
３
１
１
）

８６

へ
。

【
あ
な
た
の
運
転
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　
町
で
は
、
自
動
車
交
通
安

全
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、

警
察
官
・
金
山
自
動
車
教
習

所
教
習
指
導
員
（
教
官
）
が

交
通
安
全
に
必
要
な
知
識
と

運
転
技
能
を
指
導
し
、
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
試
験
・

検
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
日
時
　
４
月
　
日
晶
　
午

１３

前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
金
山
自
動
車
教
習

所
（
太
田
市
龍
舞
町
５
５

０
２
）

□
内
容
　
自
動
車
運
転
技
能

演
習
（
場
内
・
場
外
）
、
交

通
安
全
講
話
な
ど
（
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
自
動

車
を
運
転
す
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

１５

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
安
全
安
心
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
３
月
　
日
晶

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課

（内

線
２
２
４
）
へ
。

県
立
太
田
女
子
高
等
学
校

第
　
回
太
田
女
子
高
校

１３
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

交
通
安
全
教
室

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

黒
沢
さ
ん

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
委
員
長

糸
井
紘
子
さ
ん

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

館
林
土
木
事
務
所

屋
外
広
告
物
を
表
示

す
る
場
合
は
申
請
を

千
代
田
町
民
プ
ラ
ザ

ヤ

ン

グ

セ

ミ

ナ

ー

「
野
外
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー
」
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□
期
日
　
毎
月
第
２
・
４
火

曜
日

□
場
所
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
野
中

町
３
６
８
）

□
相
談
内
容
　
薬
物
、
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症
の

相
談

□
担
当
　
精
神
科
医
師

□
相
談
方
法
　
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用

電
話
（
緯
０
２
７
・
２
６

３
・
１
１
５
６
）
で
相
談

し
、
予
約
す
る

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・

２
６
３
・
１
１
６
６
）
へ
。

依
存
症
相
談

□
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

□
受
験
資
格

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
３

５７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
平
成
　
年
３
月
ま

２５

で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の

人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
人
事
院
が
認
め
る

人
□
申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
試

験
情
報
・
採
用
情
報
サ
イ
ト
　

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/j

u
k
e
n
.h
tm
l

）
に
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
し
た
が
っ
て
入
力
し
申

し
込
む

□
申
込
期
間
　
４
月
２
日
　
　
午

（月）

前
９
時
～
　
日
　
　
受
信
有
効

１２

（木）

□
試
験
日
・
場
所

・
第
１
次
試
験
…
６
月
　
日
　
　

１０

（日）

高
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
ほ
か

・
第
２
次
試
験
…
７
月
　
日
　
～

１７

（火）

　
日
　
の
い
ず
れ
か
１
日
（
第

２４

（火）

１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定

す
る
日
）
　
さ
い
た
ま
市
ほ
か

□
合
格
発
表

・
第
１
次
試
験
…
７
月
３
日
　（火）

・
最
終
合
格
…
８
月
　
日
　

２２

（水）

□
採
用
予
定
数
　
全
国
で
約
８
０

０
人

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
人
事
院
人
材

局
試
験
課
（
緯
　
・
３
５
８
１
・

０３

５
３
１
１
）
、
国
税
専
門
官
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係
（
緯

０
４
８
・

６
０
０
・
３
１
１
１
）
へ
。

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
前
　

１８

（水）

１０

時
　
分
～
正
午
（
受
付
）

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

１
の
１
　
緯
　
・
７
１
１
１
）

７５

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容

・
補
装
具
の
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
申
し
込

む
（
予
約
制
）

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

□
費
用
　
無
料

※
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
１
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
３
万
円
　
　
町
小
売
酒
販
組
合

○  町民相談

□日時　月～金曜日　午前８時３０分～

午後５時１５分

□場所　町民相談室（役場内）

□内容　行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとや困りごと

※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０４

（フリーダイヤルは３月３１日をもっ

て終了します。４月以降の相談は、町

民相談室（内線１３０）へ。）

○ 法律相談

□日時　３月２２日(木)・４月１２日(木)

午前１０時３０分～午後３時３０分

□場所　町民相談室（役場内）

□担当者　顧問弁護士

※相談希望の人は、予約が必要なため、

あらかじめ町民相談室(内線１３０)へ。

○ 人権・行政相談

□日時　４月１０日(火)　午後１時３０分～

４時

□場所　町公民館（吉田２４６５)

□担当者　人権擁護委員、行政相談

委員

※相談希望の人は、予約が必要なため、

あらかじめ町民相談室(内線１３０)へ。

○ 教育相談

□日時　月～金曜日　午前１０時～

午後４時

□場所　教育研究所（城之内４-２-１）

□担当者　教育相談員

□内容　非行、いじめ、不登校など

の教育に関する悩みごと

□対象　小学生、中学生、保護者ほか

※詳しくは、教育研究所　緯６３・８６２６

へ。

○ 親と子の電話相談

□日時　月～金曜日　午後２時～５

時

□担当者　相談経験豊かな先生

□内容　学校での悩みごとなど

※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０５

福
祉
課

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係

国
税
専
門
官
採
用
試
験



「
み
ん
な
の
声
」
は
、
み
ん
な
で
創
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
、
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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大泉高校文芸部の皆さん

高
校
生
の
読
み
聞
か
せ
チ
ー
ム
！

地
域
で
幅
広
い
活
動
を
行
う

大
泉
高
校
文
芸
部
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

場
と
な
っ
た
視
聴
覚
ホ
ー

ル
に
は
、
お
楽
し
み
会
の

開
始
を
楽
し
み
に
待
つ
子
ど
も

た
ち
。
同
じ
く
出
番
を
待
つ
大

泉
高
校
文
芸
部
の
皆
さ
ん
は
、

今
回
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
２
本
、
そ
し
て
手
作
り
紙
芝

居
「
も
も
た
ろ
う
」
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
。

初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
す
の
は
、
大
泉

高
校
文
芸
部
部
長
の
石
川
愛
奈

さ
ん
で
す
。

　
読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る
と
子

ど
も
た
ち
は
、
絵
本
の
周
辺
に

集
ま
り
、
集
中
し
て
物
語
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののの紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居ををををををををををををををををををををを行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ううううううううううううううううううううう大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大「ももたろう」の紙芝居を行う大泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部ののののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。こここここここここここここここここここここののののののののののののののののののののの紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝芝高校文芸部の皆さん。この紙芝居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居

はははははははははははははははははははははもももももももももももももももももももももちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりででででででででででででででででででででで、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登はもちろん手づくりで、動く登場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物ががががががががががががががががががががが特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす人物が特徴です。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

　絵本の読み聞かせや紙芝居が行われる

図書館の子どもお楽しみ会。２月５日、

たくさんの子どもたちが集まったこの行

事では、読み聞かせボランティアの皆さ

んとともに高校生も参加していました。

　この高校生たちは、大泉高校文芸部の

皆さんで毎年、部活動の一環として読み

聞かせに参加しています。

会
「
最

大泉高校文芸部

 石  川  愛  奈 さん
いし かわ ま な
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紙
芝
居
「
も
も
た
ろ
う
」
の
と

き
に
は
、
前
に
乗
り
出
し
、
動

く
登
場
人
物
に
興
味
津
々
と

い
っ
た
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
み
ん
な
子
ど
も
が
大
好
き
で

じ
か
に
接
す
る
こ
と
が
活
動
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

文
芸
部
の
皆
さ
ん
で
す
が
「
私

た
ち
文
芸
部
の
特
徴
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
だ
け
で
な
く
、

手
作
り
紙
芝
居
を
す
る
こ
と
で

す
。
今
回
の
も
も
た
ろ
う
の
紙

芝
居
は
、
登
場
人
物
な
ど
を
動

か
せ
る
よ
う
に
し
た
り
、
物
語

の
最
後
の
部
分
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
内
容
に
し
た
り
す
る
な
ど
、

部
員
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
完
成

さ
せ
た
自
信
作
で
す
。
現
在
も

少
し
で
も
よ
い
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居
を
し
よ
う
と
日
々
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
石
川
さ
ん
は
続
け
て

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

芸
部
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど

も
お
楽
し
み
会
以
外
で
も

毎
月
第
１
日
曜
日
に
、
図
書
館

で
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
８
月

と
　
月
の
年
２
回
、
北
児
童
館

１２
で
も
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
１
月
に
は

町
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
「
み
み

よ
り
Ｏ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
」
に
も
今

回
の
子
ど
も
お
楽
し
み
会
の
紹

介
で
出
演
す
る
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
は
、
初
の
試
み

と
な
る
人
形
劇
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
な
り
、
新
作
「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
」
を
準
備
中
と

の
こ
と
で
す
。
部
活
動
の
取
材

に
伺
っ
た
と
き
に
は
、
劇
で
使

用
す
る
人
形
の
作
成
中
で
部
員

の
皆
さ
ん
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
先
生
の
指
導
の
下
で

協
力
し
な
が
ら
生
地
の
裁
断
や

縫
製
な
ど
の
作
業
を
手
際
よ
く

進
め
て
い
ま
し
た
。

み
聞
か
せ
の
効
用
は
、
以

前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

文
芸
部
の
皆
さ
ん
は
、
過
去
に

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
行
っ
た

り
、
人
形
劇
に
も
挑
戦
す
る
こ

と
で
読
み
聞
か
せ
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い
ま
す
。
当

面
は
人
形
劇
の
準
備
に
集
中
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
作

の
完
成
が
楽
し
み
で
す
ね
。

部活動の様子

文

読

町の人口と世帯

(　)内は外国人登録者・世帯数

前月対比２月末日現在の数

＋５４１,０９４　人
人 口

(－２)(６,２８３　人)

－３２１,１９２　人
男

(＋１８)(３,３３０　人)

－７１９,９０２　人
女

(－２)(２,９５３　人)

＋５１７,５３６世帯
世帯数

(－２)(３,１６１世帯)

出  生　２９人　　死  亡　３０人

先月の１１９番

　毎週水曜日に開設している

延長窓口のうち、４月から、利

用実績の少ない税務課と建築

課の窓口を廃止します。なお、毎週土曜日の

時間外窓口はこれまでどおり実施します。

　開設窓口は次のとおりです。

【毎週水曜日の時間外窓口（延長窓口）】

・３月１４日、２１日、２８日および４月４日の水

曜日　午後７時１５分まで

□開設課

・３月１４日、２１日、２８日…住民課・税務課・

収納課・建築課

・４月４日…住民課・収納課

【毎週土曜日の時間外窓口（土曜窓口）】

・３月１０日、１７日、２４日、３１日および４月７日

の土曜日　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

時間外窓口

平成２４年累計２月分

１（０）件１（０）件△火災発生
（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

１９７件１０６件△救急出動

３３件１７件　煙交通事故

１３６件７４件　煙急 病

２８件１５件　煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

OIZUMI

 TOWN
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イラストは黒で描いてね！

【
血
圧
と
は
】

　
心
臓
は
強
い
力
で
、
血
液
を
全

身
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
心
臓

か
ら
押
し
出
さ
れ
た
血
液
が
血
管

の
壁
を
内
側
か
ら
押
し
出
す
力

が
、「
血
圧
」
で
す
。
心
臓
は
、
毎

分
約
　
回
も
縮
ん
だ
り
（
収
縮
）

７０

膨
ら
ん
だ
り
（
拡
張
）
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　
心
臓
が
ギ
ュ
ッ
と
縮
ん
で
血
液

を
送
り
出
す
と
き
の
血
圧
が
「
収

縮
期
血
圧
」
で
、
上
の
血
圧
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
収
縮
し
た
血
圧
が
元
に
戻
り
、

一
番
膨
ら
ん
だ
と
き
の
血
圧
が

「
拡
張
期
血
圧
」
で
、
下
の
血
圧
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
血
圧
は

絶
え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。

【
血
圧
の
変
化
】

　
血
圧
は
、
基
本
的
に
昼
が
高
く
、

夜
が
低
い
と
い
う
リ
ズ
ム
を
繰
り

返
し
、
体
の
状
態
を
敏
感
に
反
映

し
て
細
か
く
上
下
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
体
を
動
か
し
て
作
業

し
て
い
る
と
き
、
血
圧
は
上
が
り

ま
す
し
、
歩
行
、
食
事
、
 
排
  泄
 な

は
い
 
せ
つ

ど
で
も
上
昇
し
ま
す
。
逆
に
睡
眠

中
な
ど
は
、
血
圧
は
下
が
り
ま
す
。

肉
体
的
活
動
だ
け
で
な
く
、
精
神

的
な
興
奮
、
悲
し
み
、
ス
ト
レ
ス

や
不
安
な
ど
で
も
血
圧
は
変
化
し

ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
や
暑
さ
な
ど

体
の
外
側
の
い
ろ
い
ろ
な
環
境
も

血
圧
を
変
動
さ
せ
る
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
血
圧
の
１
日
の
変
化
】

　
１
日
と
い
う
時
間
の
中
で
、
血

圧
の
変
化
を
み
る
と
、
朝
、
起
床

前
か
ら
そ
の
日
の
活
動
に
備
え
る

よ
う
に
上
が
り
始
め
、
日
中
の
動

い
て
い
る
時
間
帯
で
は
高
く
な

り
、
夕
方
か
ら
夜
に
活
動
し
な
く

な
る
と
下
が
り
、
睡
眠
中
は
更
に

低
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
動
い
て
る
間
で
も
運

動
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
応
じ
て
変

化
し
ま
す
し
、
同
じ
人
で
も
日
に

よ
っ
て
血
圧
は
変
化
し
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵をご紹介し

ます。

【今月の鍵】

健康チェック（５）　血圧

エッセイ

豊心
町長町長の日記からの日記からにか

節
分
祭
の
様
子

　日本列島がすっぽり寒気に覆われ、雪

国では記録的な豪雪に見舞われ、犠牲者

が出たり、生活に支障を来している。被

災地の人々はつらい季節となっているこ

とを思うと心が痛む。明日は立春だ。春

が待ち遠しい。

　節分祭は昔からの厄払い神事で、家で

は 鰯 の頭を 柊 の枝に刺して戸口に立て、
いわし ひいらぎ

 炒 った大豆を「福は内、鬼は外」と大声
い

を上げて 撒 き、それを食べたりするのが
ま

習いだ。一昔前までその声が隣近所のあ

ちこちから聞こえたのが懐かしい。

　北部公民館の節分祭に毎年招かれてい

る。それにしてもこの地域は活発だ。あら

ゆる行事を主体的に自主運営で催してい

る。誠に感服の至りである。二階の窓から

大豆ならぬカラーボールを、待ち受けるお

おぜいの子どもらにプレゼントした。両手

を広げ、喜んで受け取る姿に元気付けら

れる。日本の古き良き伝統行事を維持し、

継承するのは大人の責務だと思う。

幸福を　両手で掴む　節分祭

～２月３日～

北部商盛会節分祭

（こうふくを　りょうてでつかむ　せつぶんさい）

　　　　　□拡張期血圧

　　　　　　８５勺Ｈｇ未満

　　　　　□収縮期血圧

　　　　　　１００～１２９勺Ｈｇ

～高血圧分類表より～

正常血圧値
について

▼

Ｐ
・
N
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

蛯
名
優
杏
（
　
区
・
　

歳
）

３０

１１

▼

Ｐ
・
N
　
Ｋ
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　町消費生活相談員が、さまざまな事例を元に、かしこい

消費生活を送るワンポイントをご紹介します。

かしこい消費者の手引き

冗町消費生活センター　緯６３･３５１１

【第２４回】マルチ商法に注意！

　
新
生
活
に
は
、
危
険
も
潜
ん

で
い
ま
す
。
大
学
生
も
マ
ル
チ

商
法
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
事
例
】

　
大
学
の
先
輩
や
友
人
か
ら
勧

め
ら
れ
、
投
資
を
勉
強
す
る
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
と
こ
ろ

「
専
門
家
が
作
成
し
た
投
資
用

教
材
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
れ
ば
う
ま

く
運
用
で
き
必
ず
 儲
 か
る
」
と

も
う

言
わ
れ
、
１
枚
　
万
円
の
投
資

５６

用
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
た
。

　
ま
た
「
友
人
を
紹
介
す
る
と

　
万
円
の
紹
介
料
を
支
払
う
」

１０と
説
明
を
受
け
、
友
人
に
購
入

さ
せ
て
紹
介
料
を
得
た
が
、
マ

ル
チ
商
法
の
よ
う
で
不
審
だ
。

　
　
　
　
　
（
　
歳
代
・
男
性
）

２０

【
解
説
】

　
今
回
の
事
例
は
マ
ル
チ
商
法

に
該
当
し
ま
す
。
マ
ル
チ
商
法

と
は
、
加
盟
者
が
新
規
加
盟
者

を
誘
い
、
そ
の
加
盟
者
が
更
に

別
の
加
盟
者
を
誘
引
す
る
と
い

う
連
鎖
に
よ
っ
て
組
織
を
拡
大

し
、
新
規
加
盟
者
や
そ
の
配
下

の
加
盟
者
の
支
払
う
加
盟
料
や

商
品
購
入
代
金
な
ど
に
よ
っ

て
、
自
分
の
利
益
が
増
え
る
し

く
み
の
商
法
で
す
。
商
品
の
販

売
な
ど
を
目
的
と
し
な
い
「
ね

ず
み
講
」
は
法
律
で
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ル

チ
商
法
は
必
ず
し
も
違
法
な
事

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

特
定
商
取
引
法
に
よ
っ
て
不
当

な
勧
誘
行
為
な
ど
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
説
明
会
な
ど
で
「
必

ず
儲
か
る
」
と
あ
お
る
よ
う
な

業
者
は
悪
質
な
事
業
者
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

・
事
例
の
商
品
は
投
資
用
教
材

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
し
た
が
、
健
康

食
品
や
化
粧
品
、
洗
剤
や
鍋

な
ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す

・
実
際
は
勧
誘
時
の
説
明
と
違

い
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
も
運
用

は
で
き
ず
、
新
た
に
加
盟
者

も
勧
誘
で
き
な
い
た
め
、
利

益
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す

・
親
し
い
人
間
関
係
が
組
織
拡

大
の
媒
体
に
な
る
た
め
、
経

済
的
損
失
だ
け
で
な
く
、
大

切
な
人
間
関
係
を
壊
す
危
険

性
も
あ
り
ま
す

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
マ
ル
チ
商
法
に
該
当
す
る
場

合
は
、
契
約
書
面
受
領
日
か
ら

　
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

２０ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
が
、
事

業
者
側
が
対
応
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
、

適
正
な
価
格
か
ど
う
か
な
ど
、

お
金
を
支
払
う
前
の
冷
静
な
検

討
と
判
断
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
３
９
、
緯
　
・
６３

３
５
１
１
（
直
通
）
）
へ
。

町内の先生たちの

「子ども時代」をすて

きな思い出に乗せて

ご紹介！

File １２０

大
泉
町
立
北
小
学
校

 越
  澤
  昂
  洋
 先
生

こ
し
 
ざ
わ
 
た
か
 
ひ
ろ

小学６年の頃

【野球】

　小さい頃から体を動かすことが大好きで、学校

での楽しみは、体育と給食でした。友だちの誘い

を受け、小学２年生から野球を始めました。夢は

もちろんプロ野球選手、日々練習に励みました。

　私が野球を続けてきて良かったと思えることを

２つ紹介します。１つ目は、一生付き合える仲間

ができたことです。最高の仲間と最高の思い出を

作ることができました。２つ目は、技術はもちろ

ん、あいさつや礼儀などが自然と身についたこと

です。

　楽しいことがあった分、つらいこともたくさん

ありました。そんなときも、周りには仲間がいて、

家族や先生、たくさんの人に支えてもらい、大好

きな野球を続けることができました。本当に感謝

しています。野球を通して多くのことを学び、経

験し、今の自分があります。

「誰でも儲かる」

投資はありません
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□応募方法　はがきに答え(例、①―佳)､住所､行

政区、氏名、年齢、電話番号と町政などに関す

るご意見ご要望がありましたら、書き添えてお

送りください（匿名を希望される人は「匿名希

望」と明記してください）。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０－０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　３月２６日（２６日の

消印有効）

□２月号の正解　①－加 ②－可

　③－研 ④－研 ⑤－可

□応募総数　６７通で正解は６２通でした

□当選者（敬称略）

小松奈央（５区）、穴原弘子（５区）、江原光江（８区）

久保田弥生（９区）、坂口麻衣（１１区）、萩本喜美子（１３区）

坂本春香（１３区）、新井由佳（１５区）、楊　子龍（１５区）

小野田絢美（１７区）、川上ゆかり（１７区）、藤原正子（１８区）

外山優香（１９区）、白石　光（２０区）、植木香帆（２３区）

鶴林勝子（２３区）、浜田優大（２３区）、村田実優（２７区）

小野寺　眞（２７区）、加藤あやか（３０区）

※当選者には、図書カードを郵送します。住所と氏

名を忘れずにお書きください。

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に
　　たる！

イラス
トは

黒で描
いてね

！

ご応募お待ちしています！

①○○の稚魚一斉放流 （伺１ページ）

　佳さけ 加さば 可さめ

②平成２５年度歌会始のお題は？ （伺７ページ）

　佳Ⅱ 加辰 可立

③大泉高校○○部の皆さん （伺１０ページ）

　佳文芸 加登山 可手芸

④○○○○が寄贈されました （伺１７ページ）

　佳トレジア 加サンバー 可レガシィ

⑤そばはビタミン○群の宝庫 （伺１８ぺージ）

　佳A 加B 可C

☆「入学式の思い出」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。

　
２
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
卒
業
式
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
回
答
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

死
今
で
は
３
月
の
卒
業
で
す
が

昭
和
　
年
、
戦
争
の
た
め
２
学

１８

期
終
了
時
の
　

月
で
卒
業
に

１２

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望

死
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば

れ
て
「
は
い
」
と
返
事
を
す
る

の
に
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

加
藤
あ
や
か
さ
ん
（
　
区
）

３０

死
保
育
園
を
卒
園
す
る
と
き
先

生
に
「
ぎ
ゅ
う
」
っ
て
し
て
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

三
田
り
ん
さ
ん
（
　
区
）

２７

死

去
年
娘
が
イ
ン
フ
ル
に
か

か
っ
て
、
式
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
…
。
そ
の
あ
と
１
人
だ

け
の
卒
業
式
を
や
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

匿
名
希
望

死
大
学
の
卒
業
式
の
後
、
同
級

生
全
員
で
集
ま
っ
て
飲
み
明
か

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
皆
、
社

会
に
出
る
の
で
お
互
い
を
応
援

し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
頃
、

皆
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
な
概

福
田
　
拡
さ
ん
（
　
区
）

１３

死

中
学
生
の
と
き
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
私
は
、
卒
業

式
当
日
、
後
輩
か
ら
部
員
の
サ

イ
ン
入
り
ボ
ー
ル
を
も
ら
い
ま

し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
エ
ミ
マ
マ

死

中
学
校
の
卒
業
式
の
と
き

に
、
当
時
好
き
だ
っ
た
男
子
に

な
か
な
か
第
２
ボ
タ
ン
を
も
ら

い
に
い
け
な
く
て
、
玄
関
で

や
っ
と
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

匿
名
希
望

死
北
陸
の
出
身
な
の
で
卒
業
式

は
必
ず
雪
で
し
た
。

小
野
寺
か
を
る
さ
ん
（
　
区
）

２７

死
卒
業
式
と
い
う
と
、
仰
げ
ば

尊
し
、
蛍
の
光
で
し
た
。

岩
蒼
美
智
子
さ
ん
（
６
区
）

死
小
学
校
の
卒
業
式
に
、
入
学

す
る
中
学
校
の
セ
ー
ラ
ー
服
を

着
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
う
れ
し
い
気
持
ち
と
照

れ
く
さ
い
気
持
ち
だ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

匿
名
希
望

死
仕
事
と
家
の
こ
と
で
忙
し
い

母
が
、
卒
業
式
に
は
必
ず
化
粧

を
し
て
髪
の
毛
を
セ
ッ
ト
し
着

物
を
着
て
来
て
く
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
あ
り
が
と
ね
、

お
母
さ
ん
…
。

荒
江
恵
子
さ
ん
（
５
区
）

「
卒
業
式
の
思
い
出
」

を

教

え

て

！



(15) 広報おおいずみ　Ｈ24.3.10　Vol.734

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

どんなちびっ子？

とってもおませで、お話するのが大好

き。いつもにこにこ笑顔のかわいい子

です。

好きなものは？

キャラクターものやピンク色のもの。

お絵かき、歌や踊りも大好きです。食

べ物では、きゅうりやミニトマトが好

きです。

パパ・ママからひとこと

いつも元気で、人の気持ちのわかる優

しい子になってね。 坂  口  海  都 ちゃん
さか ぐち み と

（１１区・２歳）

に

かってむ っ

夢夢
MY DREAM

町内の学校に在籍する、

夢に向かってがんばって

いる人をご紹介します。

 島  田 　 陸 さん　（１４歳）
しま だ りく

好きなことは

サッカーです。部活では、県大会に出場して１つ

でも多く勝つことが目標です。

自分の性格

友人からは、まじめとよく言われますが、みんな

で楽しく過ごすことが好きです。

将
来
の
夢
は
？

夢
は
、
教
員
に
な
る
こ
と
で
す
。

部
活
動
の
顧
問
の
先
生
の
影
響
で

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
、
勉
強
・

部
活
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
勉
強
で
は
、
課
題
を
し
っ

か
り
こ
な
し
、
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
は
重
点
的
に
繰
り
返
し
学
習
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、

優
し
い
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
と

き
に
は
厳
し
く
指
導
す
る
こ
と
が

で
き
る
先
生
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
と
、
部
活
動
の
指
導
も

し
て
み
た
い
で
す
ね
。

学
校
・
学
年
は
？

町
立
北
中
学
校
２
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

人
前
に
出
て
話
す
の
が
苦
手
な
の

で
、
そ
う
い
う
自
分
を
変
え
よ
う

と
思
い
、
１
年
生
の
と
き
か
ら
生

徒
会
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

の
秋
か
ら
は
副
会
長
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
学
校
に
し
た
い
の
で
、

週
１
回
だ
っ
た
あ
い
さ
つ
運
動
を

２
回
に
増
や
し
ま
し
た
。

必
要
な
と
き
に
は

厳
し
く
指
導
で
き
る
教
員
に



町のイベントや

地域の話題をお届けします。

広報で掲載された写真はご本人に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

広報おおいずみ　Ｈ24.3.10　Vol.734 (16) 

２月１８日・１９日の２日間、文化むらを会場に、「第２９回

公利連サークルフェスティバル」が行われ、町公民館を拠

点として定期的かつ自主的に活動しているサークルが、作

品展示やコンサートなどで、日ごろの活動の成果を発表し

ました。１９日には、コンサートやお菓子同好会によるお菓

子、コーヒーの販売も行われ、会場を訪れた多くの皆さん

は、各サークルのステージを楽しみました。

公
利
連
加
盟
サ
ー
ク
ル
が

活
動
の
成
果
を
発
表

　
公
利
連
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　

ナ
レ
オ
　
ウ
ク
レ
ー
レ
に
よ
る
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
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２月２２日、乗用車の納車に伴い、役場玄関

前で寄贈式が行われました。新しく納車さ

れたのは、黒のスバル・レガシィで、富士

重工業群馬製作所生活協同組合より寄贈し

ていただいたものです。

　
乗
用
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
　

２月１７日、１００歳の誕生日を迎えられた 小  野 
お の

 里 げんさん（２１区）の長寿を祝い、大泉園で
ざと

斉藤町長から慶祝状や記念品などが贈られ

ました。施設からは手作りケーキも贈られ、ご

家族や施設の皆さんから祝福を受けました。

　
小
野
里
げ
ん
さ
ん
の
長
寿
を
祝
う
　

２月６日、西児童館で「大きなシャボン玉をつ

くろう！」が行われました。講師に群馬工業専

門学校の小島　昭先生を迎え、身近な物を使っ

た不思議な科学の実験を行いました。実験の最

後には、大きなシャボン玉の中に入った子ども

たちのさまざまな表情が見られました。

　大きなシャボン玉をつくろう！　

シャボン玉の中に

入ってみたら…

高齢者叙勲で、 河  内  梧  作 氏（９区・８８歳）
かわ うち ご さく

が旭日単光章を受章され、２月８日、大泉園

で伝達が行われました。河内氏の受章は、

町議会議員として６期にわたり活躍された

地方自治功労によるものです。

　
高
齢
者
叙
勲
受
章
　

「見直そう！　未来に向けて…。

出来ることから一歩ずつ」

２月２６日、町公民館で第３４回消費生活展が行

われました。町くらしの会によるバザーや生活

研究グループによる花ずしの実演・試食、リ

フォーム作品の展示、消防コーナーでは、地震

への備えと救命講習など、各ブースは多くの来

場者でにぎわっていました。

　第３４回消費生活展　
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▼
3
月
に
入
る
と
、
ど
う
し
て

も
昨
年
を
思
い
出
し
、
ま
た
あ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
と
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ

ド
キ
、
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
緊
張
と
被
害
を
少
し
で
も

抑
え
る
た
め
に
、
常
に
備
え
だ

け
は
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
 

（
智
）

▼
今
回
、
大
泉
高
校
文
芸
部
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
高
校
生
を
取
材

す
る
と
き
い
つ
も
感
心
す
る
の

は
、
そ
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
バ

ワ
ー
。
同
時
に
、
そ
ん
な
彼
ら

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
先
生
が

た
に
も
頭
が
さ
が
る
思
い
が
し

ま
し
た
。
 

（
慎
）

▼
広
報
ク
イ
ズ
で
は
、
問
題
の

の
ほ
か
に
、
「
卒
業
式
の
思
い

出
」
な
と
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

話
も
募
集
。
同
じ
お
題
で
も
、

毎
回
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

ク
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【作り方】

虚そば粉と強力粉をよく混ぜ合わせたら、２３０～２５０呪の水を３回に分けて加える。手の

ひらを合わせ、なでるようにして練ったものをまとめて、１つのそば玉にする

許虚を上から押しつぶし丸くする。この状態で５～１０分ねかす

距さらに許をつぶして、できるだけ円形にのばしたら手前から麺棒に巻いて、上下左右同

じ回数打ってのばす。均等にのばし四角くなったら１辺を持ち、半分に折ったら打ち粉

をしてさらに半分に折り、端から均等に切っていく

鋸たっぷり沸かした湯にそばを広げて入れて、固めにゆでて水で洗いぬめりをとる

手打ちそば

食生活改善推進員　 川  島  史  子 さん（左）、 新  井  裕  美 さん
かわ しま ちか こ あら い ひろ み

町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

【材料（４～５人分）】

【そば】

３００ｇそば粉

２００ｇ強力粉

２３０～２５０呪水

【だし】

８００呪水

５５ｇ厚削り節

【かえし】

大さじ２と３分の１みりん　　　

３５ｇ砂糖

１７０呪しょうゆ

【１人分栄養価】

４４０kcalエネルギー

１４.８ｇたんぱく質

２.６ｇ脂質

５.５ｇ食塩相当量

そばはビタミンＢ群の宝庫

　特にビタミンＢ１・Ｂ２が精白米の４倍も含ま

れています。Ｂ１は体力の低下、イライラ、食欲

不振の解消に効果を発揮します。また、Ｂ２は

皮膚や粘膜を健康に保つ働きがあります。

【そばつゆ】　だし汁４、かえし１で混ぜる

・だし汁…水が沸騰したら厚削り節を入

れ、弱火で１５分煮てこす

・かえし…みりんを弱火で熱しアルコー

ルをとばしたら砂糖を入れ、溶けたら

しょうゆを入れる。しょうゆが煮立っ

たらあくを取る


